
「まちだ未来づくりビジョン２０４０」に掲げる「なりたい未来」と「まちづくりの方向性」 

 

2040 なりたい未来  まちづくりの方向性 

 

ここでの成長がカタチ 

になるまち 

子どもと共に成長していった先には、ここで

暮らしてよかったと誰もが思えるような、そ

れぞれにとって の幸せのカタチが生まれて

いる、町田市はそんなまちになることを目指

します。 

 

子どもと共に成長し、 

幸せを感じることが 

できる 

子どもにやさしいまちは、高齢者や障がい者など、

みんなにやさしいまちです。町田市は 2040 年に向

け、親や祖父母、地域など、子どもを取り巻く様々

な主体が、子どもと共に成長し幸せになっていくこ

とができるまちづくりを進めます。 

 

わたしの“ココチよさ"が 

かなうまち 

ちょっといいちょうどいい暮らしの先には、そ

れぞれにとってのココチよさがかなえられて

いる、町田市はそんなまちになることを目指

します。 

 

ちょっといい環境の中で、 

ちょうどいい暮らしが 

できる 

2040 年に向け、まちのポテンシャルを更に引き出

し、住む人、働く人、学ぶ人、近隣に暮らす人たち

までもがワクワクできる、職住近接に暮らしの楽し

さをプラスした生活の拠点となるような、“いいこと

ふくらむ”まちづくりを進めます。 

 

 

誰もがホッとできるまち 

 人と人とがつながり、多様な価値を尊重し

合える関係性の先には、誰もがホッとできる

居場所を地域の中に見つけられている、 

町田市はそんなまちになることを目指しま

す。 

 

人と人とがつながりながら、 

多様な価値を尊重し合う 

ことができる 

 2040 年に向け、温かい人と人とのつながりがあ

り、どこか懐かしいけど新しさも感じられるまちづく

りを進めます。 

 

 

みんなの“なりたい"が 

かなうまち 

2040 年に向けて、多様な主体と共に、市

民一人ひとりに最適な公共サービスを展開

していくことで、市民の生活をより豊かなも

のとし、市民それぞれの“なりたい”をかなえ

る行政経営を目指します。 

 

多様な主体と共に、 

町田らしい公共サービス 

を展開していく 

 多様な主体と共に、町田市の持つ魅力や強み

をいかしたサービスを持続的かつ安定的に提供し

ていくとともに、社会経済環境の変化を的確に捉

え、あらゆる事態においても迅速かつ柔軟に立ち

向う行政経営を進めます。 
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